




















1.ハイリスク児の概念 

ハイリスク児は,従来新生児期の医療上,疾病罹患や死亡の危険が大きく特別のケアを必要

とするような条件を持った新生児をハイリスクインファント(high risk in fant あるいは

high risk newborn)と呼び,新生児死亡率の低下および心身障害児発症の予防として重要視

されてきた。ハイリスクインファントのハイリスク事由は,新生児自体にある場合とハイリ

スク妊娠・分娩によるものとに分けられている。 

しかし,ハイリスク児は新生児期(狭義のハイリスク児)のみならず,小児の全成長期を通し

て考慮すべきであろう。また,従来はハイリスク事由として,ある疾患や異常状態を発生す

る可能性の高い小児群が強調されてきたが,こうした生物学的要因のみならず,社会的・環

境的事由も小児の健全育成に支障をきたすこともある。 

本稿においては,乳幼児期を中心としてハイリスク児(children at high-risk)という広義

の概念を導入することとし,遺伝的要因・生物学的要因ばかりでなく,広く家庭や社会等の

環境的要因を含めたものとして促えてみた。 


